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小田急多摩線で交政審
「上溝までは延伸」
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相
模
原
市
、
事
業
計
画
策
定
へ

国
土
交
通
省
の
交
通
政
策
審
議
会
（
交
政
審
）
が
7
日
に

了
承
し
た
答
申
案
に
、
小
田
急
多
摩
線
の
建
値
に
つ
い
て
「
唐

木
田
か
ら
上
溝
ま
で
は
延
伸
を
行
う
」
と
示
さ
れ
、
唐
木
田

！
相
模
原
－
上
溝
と
い
う
ル
ー
ト
が
初
め
て
明
記
さ
れ
た
。

長
年
、
延
伸
の
早
期
実
現
を
訴
え
て
き
た
相
模
原
市
は
、
「
今

後
検
討
す
べ
き
路
線
」
と
位
置
付
け
た
2
0
0
0
年
の
前
回

惣
畠
よ
り
も
前
進
と
受
け
止
め
る
。
今
後
市
は
、
関
係
す
る

自
治
体
や
小
田
急
竃
鉄
な
ど
と
の
合
憲
形
成
に
向
け
、
事
業

計
画
の
策
定
を
進
め
る
と
い
う
。
　
　
　
（
原
　
隆
介
）

小
田
急
多
摩
繰
延
伸
は
、
唐

木
田
駅
（
塞
基
部
多
摩
市
）
で

止
ま
っ
て
い
る
同
線
を
、
町
田

市
を
通
り
J
R
続
演
線
相
模
原

駅
か
ら
J
R
相
模
線
上
溝
駅

へ
、
さ
ら
に
は
相
模
原
市
田
名

地
区
を
経
由
し
て
相
模
川
を
渡

り
、
愛
川
町
、
厚
木
市
方
面
へ

と
延
伸
す
る
計
画
。
こ
れ
ま
で

に
関
係
す
る
自
治
体
や
民
間
で

連
絡
会
や
研
究
会
を
つ
く
り
、

建
値
の
要
望
を
続
け
て
き
た
。

相
模
原
市
は
、
相
模
原
駅
と

橋
本
駅
周
辺
を
一
体
的
に
綻
え

た
広
域
交
流
拠
点
の
整
備
方
針

を
ま
と
め
、
現
在
は
計
画
の
策

定
中
。
小
田
急
多
摩
線
の
建
値

を
相
模
原
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
の
前
提
と
し
て
い
る
。

畑
山
俊
夫
市
長
は
今
回
の
答

申
を
、
「
本
市
に
お
け
る
鉄
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
弦
充
は
首
都

圏
南
西
部
の
発
展
と
そ
れ
を
支

え
る
本
市
の
広
壁
父
流
拠
点
の

形
成
に
不
可
欠
。
交
政
審
で
も
、

そ
の
意
義
を
認
め
て
い
た
だ
き

大
変
喜
ば
し
く

思
っ
て
い
る
」

と
受
け
止
め

る。

一
方
、
答
申

で
は
、
収
支
採

算
性
に
課
題
が

あ
り
、
関
係
自

治
体
で
採
算
性

の
確
保
に
必
要

な
需
要
の
創
出

に
つ
な
が
る
沿
線
開
発
の
取
り

組
み
を
進
め
る
必
要
性
を
指
摘

した。相
模
原
市
と
町
田
市
で
つ
く

る
研
究
会
の
試
算
に
よ
る
と
、

唐
木
田
か
ら
上
溝
ま
で
の
延
伸

（
約
9
㌔
）
に
か
か
る
費
用
は

約
1
0
8
0
億
円
。
事
案
開
始

か
ら
黒
字
転
換
す
る
ま
で
に
3
6

年
か
か
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
寧
業
費
の
3
分
の
1

を
県
と
東
京
都
を
含
め
た
関
係

自
治
体
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
、
負
担
の
割
合
を
ど
う
す
る

か
も
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。

事
業
者
の
小
田
急
も
、
建
値

の
意
義
に
は
賛
同
し
つ
つ
も
採

算
性
を
課
題
に
挙
ば
「
採
算
性

の
確
保
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

な
ど
を
憲
実
に
進
め
た
上
で
、

費
用
負
担
の
あ
り
方
を
含
む
事

業
計
画
に
つ
い
て
、
十
分
に
検

討
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

上
溝
駅
か
ら
先
へ
の
建
値
に

つ
い
て
は
今
回
の
答
申
で

「
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
行

う
こ
と
が
適
当
」
と
な
っ
た
。

厚
木
市
の
小
林
常
良
市
長
は

「
本
厚
木
駅
ま
で
の
延
伸
に
つ

い
て
、
関
係
市
町
村
の
強
い
要

望
が
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
」
、
愛
川

町
の
小
野
澤
登
町
長
は
「
引
き

続
き
関
係
自
治
体
等
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
」

と
し
た
。


